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第２学年通信         平成２６年１２月１２日発行  
 

誇り に満ちて  

                         発行責任者：結城克明  

 はじめに  
 ２学期も残すところあと１週間となりました。来週には各クラスで「冬休みの計画」
と「冬休みの生活」について、学級ごとに指導を行います。  
 夏休み前のこの欄でもお伝えしましたが、本当に冬休みらしい冬休みも義務教育では
今年限りかなという感じがします。３年生はまさに受験モード。１年後の自らの立場に
思いをはせ、１日１日を大切に過ごして欲しいと思います。  

  

 Another  Eyes～「保護者の目」  

 

 １ 組保護者（母）  
 最近までの勉強方法がテレビの音や、私と妹との会話を聞きながらが１番頭に入るといって、こ
たつなどで行っておりました。それも短時間でした。机でやったり、静かな場所だとだめなんだと言っ
て。 
 その彼女が、先ほど実施された三者面談でいろいろなアドバイスをいただいてから、机に向かっ
て勉強する姿が見られるようになりました。 
 これからも塾に行く来はないらしく，その分、参考書や問題集の購入をたのまれました。家庭に
おきましては、学習に対しては父親の役目になっておりますので、最近は相談することも多くなってき
ているようで、２人で会話をしている姿は，ほほえましく感じております。 
 では、この子に対して母親の私ができることは？と考えますと、１つは手料理で楽しい家庭の団
らんを与えること。２つめはある方の文章からですが、健全な子が育つには、まず「夫婦円満、明
るい家庭」という言葉があるように、いたわり合い、支え合って暮らすことでしょうか。 
 親子ともどもがやるべきことを為して、来年の今頃は心身ともにゆとりがあって受験に臨むことが
できるようにしていきたいと思っています。 
 友人関係におきましては、その人に対しての「心の貯金」をたくさんして欲しいのです。何かトラブ
ルがあったとしても、その人に｢貯金｣をしていたならば、少しのお金をおろすだけで済み、大きなトラブ
ルにはならないからです。貯金が０であれば，どんどんマイナスになるだけで，心に傷を負うだけです
。そのためには、ふだんから相手の良いところをどんどん見つけ出すことだと思います。そして大切な
青春の１ページ、１ページを楽しい思い出に染めていけるようにと願っております。 

 娘さんは、学年のリーダーとして文化祭や集会において、活動の中心的な役割を果たしています。
授業でも彼女の持っている好奇心や興味・関心、その良さが存分に発揮され、成果を上げています。  
 お母さんの書いた文章をお読みすれば、ご家族がこたつを中心にして、こたつにすっぽりとおさま
り、あーでもないこーでもないと、親と子が顔をつきあわせ、いろんな話をしている様子が伝わって
きます。とっても明るい雰囲気のご家庭のようです。うらやましい限りです。  
 その秘訣がやはりというか「夫婦円満」なのですね。いつもにこにことご両親が話されていれば、
また、お母さんのお父さんに対しての接し方が温かかったならば（もちろんこの逆もあるわけですが）、
こどもたちは知らず知らずのうちに朗らかで愛らしいお子さんに育つのだとわたしも思います。こど
もが口を余したり、反抗的に接するようになった場合には、親（夫婦）同士で発する言動がどうだっ
たのだろう？また、親（夫婦）が作り出す雰囲気はどうだったのだろう？など、まず自分たち親（夫
婦）の足元を見つめ直すことが必要なのではないかとあらためて感じました。「子は親の背中を見て
育つ  子は親の写し鏡」身にしみて分かります。  
 さて、人に対しての「心の貯金」の考え方、これもまた勉強になります。「情けは人の為ならず」
と同じような考え方なのかなと思いますが、そこに「貯金」という「お金」が介在することにより、
より積極的な人づきあい、人間関係の構築を目指しているのだと思われます。これも「夫婦円満  明
るい家庭」と同様に、活用させていただきます。  
 

 「整理と 研究」  

 入試対策教材としてご購入いただきました「整理と研究」を利用した学習をしている

ところであります。まずは１年生の復習です。朝の学習の時間を利用して約２０分間行

っています。どのようなことでもそうですが、やると決めたことを根気強く継続して行

うことが大切ですので、ご家庭でもこの教材の活用についてお話し合いいただければと

思います。  
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 今日の給食：９ 日（火）１ ０ 日（水） 

 
     タッチョ リ ム  親子う どん  冬至かぼちゃ  ブリ の米粉フライ  凍み豆腐の味噌汁など   
 

 １２月ともなると毎日寒い日が続きますが、給食時の温かい汁ものは、
非常にありがたい、そんな気持ちでいただいております。今週も非常に
バラエティに富んだ楽しくなるような給食でした。月曜日は「タッチョ
リム」という韓国料理でした。見た目は「豚キムチ」、でも実際は「鶏
キムチ」。辛さを抑え、味も良く、こどもたちには好評だったようです。 
 翌日の火曜日は、「冬至かぼちゃ」をいただきました。来週にはクリ
スマスメニューがありますので、こちらの冬至かぼちゃも２週間ほど前
倒しで提供されました。餡にまけないぐらい甘く、色鮮やかな黄色のか
ぼちゃは、地元産のとても新鮮なものでした。餡とかぼちゃの絶妙なバ
ランス。決して甘ったるくならずに、食材の持ち味をしっかりと生かし
た調理技術には感服します。主食の「親子うどん」。ふわっふわっの溶
き卵がスープにしっかりと馴染み、給食用に開発された革新的な「ソフ
トメン」と絡み合って食が進みます。  

 冬至かぼちゃの残さいは全校生でほぼゼロ。なかにはかぼちゃやあんこが苦手なこど
ももいるのでしょうが、そこはかぼちゃとあんこの得意なこどもの出番です。配膳用の
トングを使ったり、箸を２本並べて缶の縁に垂直にあてるといった高等技術を駆使した
りして、食缶の縁まできれいにこそぎとってくれていました。  
 水曜日は、高級食材「ブリの米粉フライ」と「凍み豆腐の味噌汁」でした。米粉の特
性かどうかは分かりませんが、切り身にがっちりとしがみついたかのような独特な衣の
食感。米粉のもちもち感を想定していたこどもたちは、その歯ごたえに驚いたと思いま
す。 
 給食は摂取カロリーのがあらかじめ定められており、塩分の量も同様です。この日の
メニューはわかめご飯にかなり塩気がありましたので、フライはソースなしで食べると
いうものでした。調味料がないことで、素材の持つ本来の味（魚でいえば適度な生臭さ、
野菜でいえば青臭さ）を十二分に楽しむことができました。野菜の和え物もツナを使っ
ていたので、この日のメニューは魚づくしでありました。凍み豆腐は細かく、さらに細
かく切ってありましたので、のどに引っかかることもなく、他のにんじんやしめじ、大
根やジャガイモがかなりの存在感を示すなかで、主役のはずでしたが、人知れずひっそ
りとかくれんぼをしているかのような風情でした。  
 さて、来週はいよいよ１年のハイライト、「クリスマスメニュー」！楽しみです。  
 今週もおいしい給食ごちそうさまでした。  
 

 来週の予定  

              
１５日（月）  
 
 

普通授業  部休日です  
※この日からいったん教室に保管してある私物を持ち帰らせます。 

１６日（火）  
 
 

普通授業  ６校時：「冬休みの計画・心得」の指導を学級ごとに行いま
す。 

１８日（木）  
 

授業変更  ６校時の授業（学級活動）がカットになります。  

１９日（金）  
 

B案  ６校時：学年集会「２学期の反省」を体育館で行います。  

 


